
調達物品に備えるべき技術的要件

1 聴力検査室について以下の要件を満たすこと。

1-1 鋼板製の組立式であり、解体・移設が可能な設計であること。

1-2
既存聴力検査機器を聴力検査室外に設置し、聴力検査室内に受話器等を接続することが可能なジャッ
クパネルを標準装備していること。

1-3 音圧90db以上の一様な音圧を与え、検査室内部中央位置での遮音特性を示していること。

1-4
遮音特性はオクターブバンドノイズで測定され、中心周波数250Hz（38dB）、500Hz（50dB）、
1000Hz（53dB）、2000Hz（56dB）、4000Hz（59dB）であること。

1-5 電磁シールド性能は、1～30MHzで約30dBであること。

1-6 60Wの白熱灯を6個装備していること。

1-7 リモコン付きのLEDシーリングライトを2個装備していること。

1-8 医用アース付ダブルコンセントを12個、医用アースターミナルを1個有していること。

1-9 20Aのカバー付きブレーカを2個有していること 。

1-10 換気、白熱灯、LEDのカバー付きスイッチを有していること。

1-11 ノイズカットトランス10Aを装備していること。

1-12 調光器としてスライドレギュレータ3Aを装備していること。

1-13 扉は内開きであり、L型ストッパーを有していること。

1-14 400×600mmの三重窓ガラスを有していること。

1-15 LANコネクタを8ポート有していること。

1-16 熱感知器および非常灯用の取付け用として20φの穴が2ヵ所有していること。

1-17 給気消音換気ダクトを3個、排気消音ダクトを3個有し150φのフレキシブルダクトで接続可能であること。

1-18 換気ファンにより強制換気ができ室内の空気を新しく保つことができること。

1-19
ダクトを含んだ室外寸法は、幅3390mm、奥行3990mm、高さ2685mmであり、室内寸法は幅
3140mm、奥行3740mm、高さ2225mmであること。

1-20 重さは約3450kg程度であること。
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